










































































































































































代別に分け第３図に示した．Ｉ村では，16 歳から 20 歳の間に成人儀礼を行うため，16 歳未満の
男性は出稼ぎに行かない．そこで，16－25 歳を出稼ぎ労働の適齢期に達する年代とし，それ以降
























































































 第３図より 1970 年代に入ると 16－25 歳および 26－35 歳の出稼ぎに出る成人男性が増加し，






 次に 1980 年代を見ると，1982－83 年以降に 16－25 歳の出稼ぎ者が減少し，26－35 歳の出稼




 1990 年代の出稼ぎ者の数を見ると，1980 年代と変わらず横ばい状態にあることが分かる．そ
して中盤以降に 16－25 歳の出稼ぎ者が増加し，後半になり 26－35 歳の年代が減少しつつ 36 歳
以上の年代が増加したことが明らかになった．16－25 歳層の増加は適齢期に達した男性が出稼ぎ















































































































































アビジャンへの出稼ぎ従事者 31 名のうち，専業で荷車引きに従事した１名を除き，残り 30 名が
露店での販売業に従事していた． 
 2008 年 1 月現在，これらの露店はアビジャンのある特定の地区に集中している．この地区にお
けるＩ村出身者による最初の露店は，N 氏が 1982 年に始めた雑貨および新聞の販売である．彼
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１）Titinga Frédéric Pacere (2004) Burkina Faso: Migration et droits des travailleurs 
1897-2003, UNESCO, Paris 
２） 交代での露店経営は，１店舗を２名で行う場合だけでなく，１店舗を３名で行う場合や２店
舗を３名で行う場合，他村の血縁者が参画している場合も確認された． 
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